
運送安全マネジメントに関する取り組み（令和 8 年度） 

1．安全マネジメント体制の運営 

株式会社 JN では、安全管理規程に基づき、安全統括管理者を中心とした安全マネジメント体制を構築

しています。経営トップは輸送の安全を企業経営の最重要課題として位置付け、安全に関する方針や改

善事項を定期的に確認し、必要な経営資源を継続的に投入しています。また、運行管理者、整備管理

者、乗務員との情報共有を密に行い、現場で発生した課題や改善提案を迅速に安全管理へ反映し、継続

的な改善活動を推進しています。 

 

2．リスクアセスメントと継続的改善 

日々の運行において発生したヒヤリ・ハット事例、苦情、点検結果等を収集・分析し、事故につながる

要因を未然に把握しています。分析結果は社内で共有するとともに、安全教育や運行方法の見直しに活

用しています。改善後も効果検証を行い、PDCA サイクルにより安全マネジメントの継続的改善を図っ

ています。 

 

3．運転者教育・能力向上 

年間教育計画に基づき、安全運転教育、危険予測訓練、接遇教育、防災・災害対応教育を計画的に実施

しています。ドライブレコーダー映像や事故事例を活用した実践的教育を行い、経験年数や運転特性に

応じた個別指導も実施しています。教育記録は保存し、継続的な技術向上に役立てています。 

 

4．健康管理への取り組み 

定期健康診断の受診管理、点呼時の体調確認、睡眠状況の確認、疾病に関する自己申告制度を実施して

います。必要に応じて医師の意見を踏まえた就業上の配慮を行い、健康起因事故の未然防止に努めてい

ます。熱中症対策や感染症対策についても継続して実施し、安全な輸送環境を維持しています。 

 

5．ICT を活用した安全管理 

デジタル式運行記録計、ドライブレコーダー、安全運転支援装置等を活用し、速度、急加速、急減速等

の運転状況を分析しています。分析結果は個別指導や全体教育へ反映し、安全意識の向上と運転品質の

均一化を図っています。 

 

6．内部監査と安全点検 

法令遵守状況、点呼記録、運行指示書、教育記録、整備記録等について定期的な内部監査を実施してい

ます。不適合事項が確認された場合は原因分析を行い、是正措置及び再発防止策を実施するとともに、

その効果についても確認しています。 

 

7．安全文化の定着 

全社員が安全を最優先に考える企業風土づくりを推進しています。安全会議や日常の情報共有を通じて

改善提案を積極的に取り入れ、安全意識の向上と法令遵守の徹底を図っています。今後も安全マネジメ

ント体制を継続的に見直し、安全で安心な輸送サービスの提供に努めます。 


